
説明日（　　　　／　　　　　　）　　　説明者氏名（　　　　　　　　　　　） 　STＡ0200261

月日（日時） （　　　／　　　） 　　　（　　　／　　　） 　　　（　　　／　　　）

経過（病日等） 治療前日 治療後6日目 治療後7日目

治療・薬剤

 (点滴・内服)

処置

食事

注１  病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。

注２　入院期間については現時点で予想される期間です。 2023.5月作成

感染予防予防のためにうがい、手洗いをしましょう。
外に出るときはマスクをするように心がけましょう。

退院前に栄養指導を行います。
肝がんセンターで退院後の生活指導を行います。
　（入院前に外来で行っている人は不要です。）

入浴できます

 

【退院・転院基準】
合併症の症状・所見がない

治療後2～5日目

朝、採血があります

転倒転落の評価を行います
スリッパではなく運動靴の使用をお願いします
ナースコールとベッド柵を設置します

治療当日

朝、採血があります

治療後1日目

治療について理解できる

患者様及びご
家族への説明

生活指導
リハビリ

栄養指導
服薬指導

点滴投与中もトイレ等の移動は可能です

発熱・疼痛などの症状の際は、転倒しやすいので気をつけましょう

清潔

排泄 制限はありません

入浴できます

通常通り食事ができます

点滴の針が入っている所が痛い、腫れてる、赤い等の症状があると
きはすぐにお知らせください。
吐き気が強い時にはお知らせください。

薬剤師よりお薬についての説明があります。

清拭を希望される方は看護師にお知らせください

便秘や下痢の時はお知らせください

安全

久留米大学病院　消化器内科　東棟10階病棟

（　　　／　　　） （　　　／　　　）

化学免疫療法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　療法）を受けられる(      　　　　　　　　　　　　 )さんへ

（　　　／　　　　　　～　　　　　　／　　　）

達成目標

検査

活動・安静度

採血、検尿、レントゲン、心電図を行います

制限はありません

安心・安楽に治療を受けることができる
血圧・脈拍・呼吸が安定している
発熱がコントロールできる

点滴の針を挿入します
抗癌剤の点滴は機械を使って投与します

（初回・2回目のみ）抗癌剤を投与する前に心電図を装着します
問題が無ければ点滴終了3時間後に心電図を外します
（状況によっては翌日心電図を外すこともあります）

＜抗癌剤曝露について＞

尿や便から抗癌剤の成分が排出されます。治療をしていない方が抗癌剤に触れないように予防しましょう。

【トイレ使用時】

トイレは座って使用し、できるだけ周りを汚さないようにしましょう。

またトイレを流す際はふたを閉めて流すか、ふたがなければ2回流しましょう。

退院後はダイアリーで体調チェックを毎日行いましょう


